
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

               副校長 山﨑 大志 
 

本日から７月を迎え、早いもので約３週間すると１

学期が終わろうとしています。保護者の皆様におかれ

ましては、先日の学校公開において、多くの方にご参

観いただき、ありがとうございました。今年度からよ

うやく人数を制限することなく参観していただくこ

とができ、子供たちの様々な授業での様子をご覧いた

だけたのではないかと思います。 

さて、これからの社会を生き抜く力を養うためには、

何事にも意欲的に取り組み、多少の困難があっても前

向きに生きていける力を身に付けることが大切とさ

れています。国立青少年教育振興機構による青少年の

体験活動等に関する意識調査（令和元年度調査）によ

ると、「自然体験や生活体験、文化芸術体験が豊富な

子供、お手伝いを多く行っている子供は、自己肯定感

が高く、自立的行動習慣や探究力が身に付いている傾

向がある」という結果が報告されていました。ここで

いう「探究力」とは、学習指導要領で子供たちに必要

な力である３つの資質・能力と示されている「学びに

向かう力・人間性等」、生きて働く「知識・技能」、「思

考力・判断力・表現力等」の基礎となる力として捉え

ています。子供の日常の家での料理や掃除のお手伝い、

ペットの世話や植物の水やりなどのお手伝いが、子供

の探究力の向上にとって極めて重要な活動であると

示されました。日頃のお手伝い経験を重ねる中で、子

供は「分からないことはそのままにしないで調べる」、

「自分で計画を立てる」、「人から言われなくても自分

から進んでやる」、「誰とでも協力する」といった探究

力を構成する要素の素地を培うと考えられます。 

先日、６年生がとうぶ移動教室に行ってまいりまし

た。湿原のハイキングや森林歩道の整備や草・木の伐

採などの自然体験活動を中心に、普段の学校生活では

学ぶことのできない多くのことを体験することがで

きました。何よりも集団生活をとおして、人間関係を

築く力や協働して課題を解決する力などにもつなが

った、素晴らしい宿泊行事になりました。 

そして、１学期が終われば、子供たちにとって楽し

みな夏休みが始まります。子供たちは、夏休みに向け

て期待を膨らませていると思います。夏休みだからこ

そできる体験活動をぜひ計画していただき、子供たち

にとって、貴重な学びの機会となる夏休みとなります

よう、願っています。 

日 曜 行事予定 

1 土  

2 日  

3 月 全校朝会(表彰) 水道キャラバン（４年） 

4 火 六中生職場体験始(６日まで) 避難訓練(集団下校) 

5 水 児童集会 委員会 

6 木 代表委員会 租税教室（６年） 

7 金 安全指導 保護者会(１、４、５年) ５時間授業(４、

５年) 

8 土 土曜授業(３時間授業) 補習 

9 日  

10 月 全校朝会 保護者会(２、３、６年) 

11 火 たてわり集会 こころの劇場（６年） 

12 水 運動朝会 クラブ 

13 木 昼休みなし ５時間授業 

14 金 朝のなかよしタイム 着衣泳（５年） 

15 土  

16 日  

17 月 海の日 

18 火 音楽朝会 

19 水 委員会発表集会 給食終 クラブ 

20 木 終業式 大掃除  

21 金 夏季休業日始 

22 土  

23 日  

24 月 夏季水泳① 夏休み小池クラブ 

25 火 夏季水泳② 夏休み小池クラブ 

26 水 夏季水泳③ 夏休み小池クラブ 

27 木 夏季水泳④ 夏休み小池クラブ 

28 金 夏季水泳⑤ 夏休み小池クラブ 

29 土  

30 日  

31 月 夏季水泳⑥ 夏休み小池クラブ 

体験活動の充実を 

※スクールカウンセラー相談日 
山本 有見子   ６日 （木）   13日 （木）  
小川 水菜子   ７日 （金）   14日 （金）  21日（金）  


